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学位論文題名 

遷延性意識障害患者の生活行動の獲得に向けた看護技術の開発 
－自立姿勢獲得への端座位援助の効果－ 

 
遷延性意識障害患者の増加率は世界で毎年人口 10 万人対 0.5－2 人と報告され、意識障

害が回復しない原因は未だ解明されておらず、治療法も確立されていない。また、遷延性意

識障害患者の多くは臥床生活が長期化し、身体が廃用性に衰退している。そのため、残存す

る運動機能の維持向上に着目した援助の必要性が提唱されているが、未だ有効な方法は開

発されていない。 

世界的にも先駆的な援助として、日本の看護師が遷延性意識障害患者の足底を接地させ、

脊柱面を背もたれや器具に接しない端座位を他動的に支援し、同患者の意思表示や動作の

発現を経験している。しかし、報告された事例は少数であり、実践の内容や生理的効果は不

明瞭である。 

そこで、本研究は、遷延性意識障害患者の生活行動を回復する看護技術を開発するために、

同患者への端座位援助の臨床実践の内容に関する研究、およびこの端座位援助の生理的意

義に関する研究を行い、その効果を検証した。 

本論文の第 1 章では、遷延性意識障害の回復の現状と医学や看護の介入に関する研究か

ら、同患者への看護の課題を検討した。その結果、遷延性意識障害患者の近年の医学的研究

において、覚醒と意識の内容の障害から回復する可能性があることが本研究の前提として

確認された。 

第 2 章では、遷延性意識障害患者の端座位の援助を日常的に実践している５名の看護師

に対して、援助の内容に関するインタビューを行い、その内容を質的に分析した。その結果、

看護師らは臨床的な経験により、遷延性意識障害患者への端座位の援助と生活行動の回復

との関連を認識していることが明らかとなった。さらに看護師らが、廃用的な身体状態にあ

る同患者を、安全に端座位にする身体を調整する技術と観察力を備えていることが示され

た。しかしながら、実践の方法は看護師らの直感的な判断に基づいていた。以上のことから、



遷延性意識障害患者への端座位の援助を看護技術として確立するために、効果の判断基準

の基礎となる生理的意義の明確化、さらには同患者の生活行動の回復に関する定量的評価

が課題として明らかとなった。 

第 3 章では、遷延性意識障害患者への端座位援助の生理的影響について、覚醒と姿勢の関

係に着目し検討した。その基礎研究として、大脳の活動が低下した状態である覚醒の低下を

睡眠と同意義にみなし、健康な人が端座位で眠った時の姿勢と頭部の動揺について、矢状面

の端座位姿勢の二次元動作解析および頭頂の加速度を分析した。覚醒の状態は、簡易脳波計

を用いて確認した。対象者 30 名の測定の結果、覚醒が低下すると端座位の矢状面の姿勢は、

特徴的に頭頚部が下垂し、頭頂の動揺が大きくなる現象が明らかとなった。この結果を逆説

的根拠として、遷延性意識障害患者の覚醒が改善した場合、頭頚部が拳上し、生活行動を自

力で行うための姿勢の獲得につながることを仮説とし、臨床的に応用研究を行った。 

応用研究は、70 歳代の遷延性意識障害患者２名への継続的な端座位の援助における頭頸

部の角度の変化と患者の覚醒と意識の内容の変化を検討した。端座位の援助は 5－7回／週

で実施し、１名は 50 日間、他１名は 12日間の経過を分析した。頭頸部の角度の分析は、端

座位援助中の対象者の矢状面姿勢の動画から二次元動作解析を行った。援助の結果、1名は

援助開始の早期から開眼が持続し、注視・追視が出現したが、他１名は、注視・追視が出現

しても、開眼状態は 1分以上持続しなかった。しかし両者において、端座位の援助を約２週

間以上継続することによって、頭部が拳上し明確な上肢の自発的運動が出現した。このこと

から、客観的な覚醒が不明瞭な状態においても、端座位の援助を実施、継続することが、抗

重力位の姿勢と手を使用した行動の基盤の獲得へ有効である可能性が示された。また、その

援助の過程において、循環動態や呼吸などの安全を確保する看護の観察技術の必要性が確

認された。 

第 4 章では、まとめとして、遷延性意識障害患者への端座位の援助が、生活行動の回復の

看護として有効であることを論じた。また、この援助には看護の独自の機能として、生命を

守るための臨床的な判断が必要であり、看護師が同患者の端座位の援助を行う意義がある

ことを確認した。今後、端座位の援助を看護技術として構築するためには、同患者への端座

位の援助による姿勢の効果に関する事例を蓄積し、対象者の属性や状態による効果の差異

を明らかにすること、および援助の手技を一般化することが、客観的法則性を担保するため

の課題であることを明らかにした。 

以上のように、著者は、世界的にも先駆的な遷延性意識障害患者への端座位の看護を構築

する基礎として、その援助の効果を検証した。脳生理学を基礎に、覚醒と端座位の姿勢を定

量的に明らかにしたこと、およびその関連を同患者の臨床における端座位の看護の効果と

して実証したことが成果である。本研究の成果は、遷延性意識障害患者の看護の発展のみな

らず、生命の安全を守り、患者の生活の自立を助ける看護の有効性として、看護学の発展に

貢献するところ大なるものがある。 

よって著者は、北海道大学博士（看護学）の学位を授与される資格ある者と認める。 


